
堀内会館再整備基本計画

令和７年１１月

～再整備までの今後の方針～



はじめに
現在の堀内会館は当時の町内会関係者で昭和41年３月に竣工され、築59年が経過し老朽化が問題となっています。

令和５年度～６年度にかけては、地域で意見交換会を実施し、様々な要望等の意見がありました。その後、令和６年
度に町内会の代表者や利用団体の代表者、そして公募による町民の方等で構成された「堀内会館再整備検討委員会」
を立ちあげ、全５回の委員会において新しい堀内会館のあるべき姿について検討をしていただきました。
一方で、既存の会館については、これまで堀内会館運営委員会により維持管理され、地域住民に利用していただいて
いましたが、令和７年１月に施設を休館しました。また、未登記で所有者不明である堀内会館を町の所有とするため
堀内地区の12町内会から譲渡を受けるための契約を締結しました。
現在は地元町内会に管理をしていただき令和７年７月から施設利用を再開しましたが、老朽化の問題は解決していな
いため、速やかな再整備が求められています。
これまで以上に地域から長年にわたって愛される、安心・安全な地域の拠点となる施設づくりを目指していきます。
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目 的
本基本計画は、来年度以降、解体工事や設計段階に入る前の与条件整理のため今年度検討した内容を報告させてい

ただきます。
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計画地概要

所在地 ：葉山町堀内510-1、510-2
敷地面積：1,522.58㎡（158.36㎡、1,364.22㎡）
地盤高さ： 8.2～9.0※国土交通省 国土地理院地図（電子国土WEB）標高

地域地区：第一種住居地域
防火地域：指定なし（建築基準法第22条指定区域）
高度地区：最高限第１種 最大限度12ｍ
風致地区：該当なし
建蔽率 ：60％
容積率 ：200％
周辺道路：町道250号線（北側・東側）
道路斜線：適用距離20ｍ 勾配1.25
隣地斜線：立上がり20ｍ 勾配1.25
日影規制：建築物高さ＞10ｍ規制あり
北側斜線：規制なし
前面道路幅員に乗じる容積率算定係：0.4
埋蔵文化財：該当なし
津波浸水区域：1.0～2.0ｍ
土砂災害警戒区域：該当なし
都市インフラ設備

上下水道：整備済み
都市ガス：未整備（延伸整備可能）
電気 ：東京電力
通信 ：NTT東日本

所在地 ：葉山町堀内510-4
敷地面積：1,784.13㎡
地盤高さ： 7.6～7.9※国土交通省 国土地理院地図（電子国土WEB）標高

都市計画道路：3・6・5風早元町線（8.0ｍ）
敷地内通路：建築基準法第42条非該当（道路未認定）

埋蔵文化財：該当あり（児童遊園地内遺跡）

※地域地区以下左に同じ

〇計画地における建築条件等の整理

〇航空写真
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現堀内会館

堀内児童遊園

【Googleより参照】

明照幼稚園

相福寺

県
道
森
戸
海
岸
線

Ⅰ．現堀内会館敷地 Ⅱ．堀内児童遊園敷地



P4

敷地内施設概要

撤去及び処分
①堀内会館鉄骨混構造建物（備品及び粗大ごみ含む）
②附属木造平屋建物（備品及び粗大ごみ含む）
③浄化槽
④工作物（CB塀、万年塀、石積擁壁）
⑤樹木（高木、中木、低木）
⑥北側ネットフェンス+基礎
⑦駐車場ポール+チェーン

その他・工作物（管理者）
❶電柱及び支柱支線 東京電力
❷道路標識 警察
❸外灯ポール 道路河川課
❹カーブミラー 道路河川課
❺広報板 政策課
❻消火器 消防署
❼資源ステーション クリーンセンター
❽葉山町防災倉庫 防災安全課
❾あずま町内会防災倉庫 あずま町内会
❿堀内会館防災用具収納庫 堀内会館

撤去及び処分
①区画メッシュフェンス+基礎
②バリカー+基礎
③遊具等

A．ベンチ
B ．ブランコ
C ．ジャングルジム
Ｄ．スイング遊具
Ｅ．砂場
Ｆ．滑り台
Ｇ．シーソー
Ｈ．鉄棒
Ｉ．水平雲梯

④さくら22本🌳樹齢約60年
⑤通路部アスファルト舗装
⑥水飲み

その他・工作物（管理者）
❶防災無線 防災安全課
❷道路標識 警察
❸消火器 消防署
❹資源ステーション クリーンセンター
❺町内会掲示板 あずま町内会
❻外灯ポール 道路河川課

〇敷地内施設の撤去処分及びその他・工作物

※次ページに現地写真と配置図真を添付

Ⅰ．現堀内会館敷地 Ⅱ．堀内児童遊園敷地



敷地内施設概要
Ⅰ．現堀内会館敷地

Ⅱ．堀内児童遊園敷地
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⑤

Ⅰ．現堀内会館敷地

Ⅱ．堀内児童遊園敷地



都市計画道路

〇都市計画図（都市計画決定時）昭和33年

〇将来的な街区整備を見据えた建物位置設定

会館用地と堀内児童遊園の一体的に再整備を行うため、
将来的に都市計画道路の整備を見据えた建物位置（南側配置）を検討する。
道路整備の際は道路管理者、警察と協議を行い道路線形を決めて行く。
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▼計画範囲
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ハザードマップ

〇葉山町津波ハザードマップ抜粋
堀内会館は津波浸水深は1.0～2.0ｍ未満となっている。
自主避難所として指定されている。
自主避難所：町が発令する避難勧告等に基づかず、自らの判断により自主的に避難できる避難所。

町内会の判断や町の要請で開設する。

※洪水浸水想定区域外・土砂災害警戒区域外
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条件：会館南側配置・通路あり・駐車場分離配置
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堀内会館再整備の検討に関する報告書（一部抜粋）

機能・設備 利用方法

空調設備 畑 趣味活動

広間 本の交換所 テレワーク

小さい部屋 太陽光発電 子ども食堂

キッチン 防災備蓄 料理教室

洗面所 木材、竹材の利用 試飲会等の飲食イベント

入浴設備 AED トライアルショップ

自動販売機 Wi－Fi フリースクール

ワークスペース 防音室 高齢者の健康管理

行政の出張サービス 有料駐車場
里山、自然への意識の啓

蒙活動

事務室 トイレ（公園内） 学童保育

防災拠点
トイレ（バリアフリー

化）
芋煮会

耐震設備 グリーンインフラ 地域交流会

プロジェクター 社会福祉協議会の拠点

これらの課題は、今後の検討課題として町と地域が
一体となり検討していく必要があります！

コンセプト

地域の人々が「繋がる」場所へ

大事にしたいポイント

地域の人が使いやすい施設

→誰のための会館とするのかといった優先順位を考えた時に、
地域住民が使いやすい会館としたい。

地域の活性化に寄与する施設

→町所有の施設として公共サービスの提供や地域活動の拠点とい
った機能を有する、地域の中心となる会館を目指す。

子どもからお年寄りまで多様に使える施設

→特定の団体や年代に限らず、より多くの方に使ってもらえるよ
うな間取り・機能を検討する。

児童遊園との一体利用により、面積を有効活用する

→現在の会館敷地と児童遊園敷地の間にある通路の切
り回しを変更し、敷地の一体利用により面積を最大限活用する。

持続可能な管理運営体制の構築

→将来の維持管理費を見据えた利用料金の設定や透明性のある
財政運営の仕組み作りを検討する。

レイアウトイメージ機能・設備・利用方法

課 題

「繋がる」をキーワードにした再整備

令和７年３月 堀内会館再整備検討委員会
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堀内会館再整備検討委員会からの意見の反映状況

機能・設備

空調設備 〇 畑 △

広間 〇 本の交換所 △

小さい部屋 〇 太陽光発電 〇

キッチン 〇 防災備蓄 〇

洗面所 〇 木材、竹材の利用 △

入浴設備 × AED 〇

自動販売機 〇 Wi－Fi △

ワークスペース 〇 防音室 〇

行政の出張サービス × 有料駐車場 〇

事務室 〇 トイレ（公園内） ×

防災拠点 〇 トイレ（バリアフリー化） 〇

耐震設備 〇 グリーンインフラ △

プロジェクター △

〇及び△を合わせた反映状況は88％となります

〇…反映済 △…今後の運用による ×…反映なし

堀内会館再整備検討委員会からいただいた再整備後の堀内会館に必要な機能や設備

に関する意見に対して、本計画の反映状況を一覧としています。
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配置計画

既存
I期先行整備

（都市計画道路整備前）
Ⅱ期将来整備

（都市計画道路整備後）

イメージ

特徴

・将来的に都市計画道路が整備することを見据えて南側会館配置とする。
・イベント等で使用できる多目的スペースを広く設ける。
・児童遊園を整形に現況以上の面積を最大限確保できる。
・駐車場は利便性を考慮した位置とした。

駐車場配置
北東配置 普通車５台程度 東配置 普通車５台

南東配置 車椅子用１台
東配置 普通車５台
南東配置 車椅子用１台

面
積

会館用地 1522.58㎡ 797.79㎡ 797.79㎡

公園用地 1784.13㎡※通路含む 2337.00㎡ 1840.48㎡

都市計画
道路

0㎡ 0㎡ 475.85㎡

通路 307.41㎡ 0㎡ 0㎡

※都市計画道路の整備に合せて将来的にⅡ期整備を行う

条件：会館南側配置・通路なし・駐車場分離配置
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配置イメージ

Ⅰ期先行整備の児童遊園整備内容は
周囲フェンス、防球ネット、舗装を想定

遊具・器具、樹木、水飲み場等は
公園整備計画にしたがい
Ⅰ期先行整備後に整備する予定
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〇Ⅰ期先行整備

容積率

35.03％＜ 60％（法定）建蔽率

58.66％＜200％（法定）

延床面積

建築面積 279.50㎡

468.00㎡

敷地面積 797.79㎡

新堀内会館建築概要

遊具・器具ゾーン

球技ゾーン

多目的広場
（ダスト舗装）

【参考】鎌倉鶴岡八幡宮への桜の参道
段葛（だんかずら）

0～5歳
未就学児

6～12歳
小学生

大人
健康増進器具

新設遊具・器具（案）
〇未就学児ゾーン
・砂場
・パネル遊具

〇小学生ゾーン
・複合遊具

〇大人ゾーン
・サーキット器具

今後、児童遊園内はゾーン分けし、
利用について検討します。

【HPより参照】

平成28年若木さくら植え替え時

令和７年現在

樹齢5～6年
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平面計画

〇１階平面図

堀内児童遊園

相互利用

下足エリア

車椅子利用者

一般利用者

非常時使用

事務室をエントランスに
近接して配置

地域の交流場所として
施設の中で広い空間

アクティブな活動も可能

水廻りを集約す
ることで設備の
効率性を考慮

R壁で見通しと柔
らかさを演出

会議室等で利用可
能な中規模空間

廊下幅員は広め
階段はホールか
らわかりやすい
位置に配置

ワークスペース
として利用可能

内部・外部両側から
収納可能倉庫

飲食関係の活動
で利用可能

【延床面積】

２階

１階

合計

188.50㎡

468.00㎡

279.50㎡

調理台イメージ

車椅子利用者

児童遊園利用者が
会館閉館時に外部
から直接トイレを
利用可能

可動間仕切を動かせば
２室を一体利用することが可能
選挙投票場所としても利用可能

〇可動間仕切で区画して
２室利用したパターン

〇可動間仕切を開放して
集会室利用したパターン

近接配置

閉館時
区画

相互利用可能

机・椅子の
収納スペース

５畳程度スペースで
多目的に利用可能
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平面計画

〇２階平面図

設備機器は風水害の
水没等の恐れを考慮
し２階レベルに配置

非常時に利用可能な
バルコニーを広めに配置
津波浸水深は1.0～2.0ｍ未満

２階利用時に配慮
してトイレを設置

非常時の備品を収納
するスペース
浸水被害を考慮して
２階に設置

会館の備品を収納す
るスペース

吹き抜けを配置して
施設の一体感を持たせる

非常時使用

堀内児童遊園

【延床面積】

２階

１階

合計

188.50㎡

468.00㎡

279.50㎡
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平面計画

〇Ｒ階平面図

施設の高さを２階レベルに
抑えて周辺環境に調和
また、勾配屋根とし周辺住
宅との景観に配慮

太陽光発電設備を検討
施設使用していな時は売電
環境面と経済面に配慮
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

設計監理業務委託 土木測量、地盤調査含む

仮設工事
仮

設

仮

設

会館解体
検

査

児童遊園解体

新築工事

堀内会館本体

外構・付帯工事

児童遊園・

周辺整備工事

検

査

堀内会館

児童遊園

設計
確認

申請

契

約

入

札

当初

予算

解

体

使用不可

3ヶ月

仮使用可能

5ヶ月

準備

施設状況

使用不可　2年10ヶ月（34ヶ月）
供用

開始

使用不可

9ヶ月

供用

開始

建設工事

補

正

予

算

契

約

入

札

準備 新築工事

引

渡

し

児童遊園・

周辺整備

項目 内容

2028年度 2029年度

検

査

引

渡

し

外構・付帯工事

解体工事

当

初

予

算

契

約

入

札

準

備

解

体

契

約

入

札

2030年度

令和12年度

N基準 N+1年 N+2年 N+3年 N+4年 N+5年

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

監理業務
検

査

契約 委託 工事

2026年度 2027年度

【凡例】

2025年度

予算
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整備計画スケジュール
事業期間（設計・解体・新築）は３ヶ年
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整備計画ステップ
事業期間（設計・解体・新築）は３ヶ年


